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と、などである o JTB 京都支庖の担当者空谷頼将さんに趣旨をご理解~¥ただき、実務的な交






























































































































































































































































































































































































































































































京都大学 生涯教育学・図書館情報学研究 vol.4. 2005年
いるのであり、この関係は、飽くまでも、学ぶ者の主体性が前提となるのであるO
「師匠JI親方」はそこで、学ぶ者=I弟子」が対象に主体的に取り組んでいるか、またそ
の学びが望ましい方向に向いているかを見守り、求めと必要があれば、助言やサポートをする
存在として機能するのである。これは、「成人学習JI成人教育」における学習援助者の役割と
かなりの点で共通すると見られるが、根本的な違いが存在するO そこでは飽くまでも、「見守
る」ことが基本なのであり、「成人教育者」のような「学習援助」は、必要が生じた場合の最
小限に限られるO またそこでの「援助」の内実は、「学習援助者」の行動として何が望ましい
か、という発想ではなく、その領域でやってL、く上で、「本人(の学び)にとって何が望まし
いか」という発想に基づいて判断されるものなのであるO
本ツアーへの関わりによって得た第二の収穫 (b)は、現在の京都の人々の「学区制」への
思いやこだわりについて、歴史的事実を通して理解を深められたことであるo I学校」という
ものの意味合いや重みが他の地域とは異なる点が、地域教育や生涯学習のありょうを考えてい
く上で考慮すべきーかなり重要な要素となっている点に、今後とも注視していきたl¥0 
第三の収穫 (c)は、京都を足場とする「ものづくり」の現状と課題、そしてその展望に至
るまで、実際に職人の方からお話をうかがうなかで¥リアリティをもって考えられるようになっ
たことであるO 特に、自らが体験工房を主宰する西村さんのお話には、色々と刺激を受けた。
「ものづくり」しかやって来なかった職人が、時代状況の変化の中で、自営業者として経営に
携わらねばならない立場となったこと、そこで、どうしたら客が来るか、どうしたら経営が成
り立っかを暗中模索し、その試行錯誤の中で、各種の情報や知識を得たり、ネットワークをつ
くったり、情報発信のノウハウを手に入れたりして様々な資質や能力を身につけていったこと、
これからは、京都ならではの「ものづくり」と町屋を活かした「まちづくり」をうまく組み合
わせながら、新たな取り組みをしていくつもりであること、とはいえ、前途はなかなか多難で
あること、などであるO 今後は、このようなマクロな観点をももちながら、アプローチしてい
けたらと考えている。
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